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(57)【要約】
【解決手段】界面ラグの処理方法は、上流側ラグ源から
、制御された比率で所定量のラグを取り除く工程、並び
に、ラグを高圧ポンプおよびヒーターに通過させる工程
を含む。ヒーターはラグを少なくとも３５０°Ｆ（＝１
７７℃）に加熱し、分離を促進するために界面ラグに添
加されていた化学品を熱分解する。希釈剤が加熱ラグと
混ぜられてラグを３００°Ｆ（＝１４９℃）未満に冷却
し、３０ＡＰＩのラグを生み出す。冷やされ希釈された
ラグは、静電処理機で処理されるか又は液体遠心分離ク
ラスターに直接送られる。静電処理機は好ましくは、円
錐形の下部（低部）と、固形分が処理機の底に溜まるの
を防止すべく処理機内の固形分搬送水をかき混ぜる手段
とを持った垂直型の静電処理機である。
【選択図】図１



(2) JP 2012-525469 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　界面ラグを処理する方法であって、
　ラグ源から一定量のラグを取り除く工程と、
　前記一定量のラグにポンプを通過させ、加圧されたラグを提供する工程であって、前記
ポンプによりもたらされる圧力が、ラグの水分の沸騰を防止し且つラグの低級炭化水素成
分の揮発を防止するに十分なものである、工程と、
　前記加圧ラグを第１の温度に加熱する工程と、
　前記加熱されたラグを一定量の希釈剤と混ぜる工程であって、希釈剤の量は、約３０Ａ
ＰＩのラグを産出するのに十分なものである、工程と、
　前記３０ＡＰＩのラグを約３００°Ｆ（＝１４９℃）よりも低い第２の温度に冷却する
工程と、
　前記冷却された３０ＡＰＩのラグを分離装置で処理して、そこから少なくとも水および
固形分の大部分を除去する工程と、
を備えた界面ラグの処理方法。
【請求項２】
　前記分離装置の上部からオイルを抽出する工程を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の温度は少なくとも約３５０°Ｆ（＝１７７℃）である、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記分離装置は静電処理機である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記静電処理機は、円錐形の下部を有する垂直型の静電処理機である、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　前記静電処理機内で水を再回収する工程を更に備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記静電処理機内での水の液面を監視する工程を更に備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記静電処理機の下部から固形分搬送水を抽出する工程と、
　前記固形分搬送水を一つ又は複数の液体遠心分離機で処理する工程と、
を更に備える、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記一つ又は複数の液体遠心分離機からオーバーフローのオイルを集める工程を更に備
える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記一つ又は複数の液体遠心分離機からアンダーフローの水および固形分を集める工程
を更に備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ラグ源は、遊離水ノックアウトラグ、分離機ラグ、トリーターラグ、脱塩機ラグ、
及び、ラグを含む携帯型タンクからなる群から選択される少なくとも一つのラグ源を有す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記一定量のラグは、約１２ＡＰＩ～約１７ＡＰＩの範囲のＡＰＩ比重を有する、請求
項１に記載の方法。
【請求項１３】
　固形成分を含む低比重炭化水素を水と分離することの結果として得られるところの、収
集された界面ラグを処理する方法であって、
(1) 集められたラグをヒーターを通じポンプ送りして、加圧され且つ加熱されたラグとす
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る工程と、
(2) 前記加圧され且つ加熱されたラグを炭化水素希釈剤と混合して、冷やされた希釈ラグ
を提供する工程と、
(3) 前記冷やされた希釈ラグを脱水操作にかけて、水および固形分から炭化水素生産物を
分離する工程と、
を備えた界面ラグの処理方法。
【請求項１４】
　前記工程(1)において、前記集められたラグは少なくとも約３５０°Ｆ（＝１７７℃）
に加熱される、請求項１３に記載の界面ラグの処理方法。
【請求項１５】
　前記工程(2)において、十分な炭化水素希釈剤が前記加圧され且つ加熱されたラグと混
合されて、そのＡＰＩ比重を少なくとも約３０ＡＰＩに増大させる、請求項１３に記載の
界面ラグの処理方法。
【請求項１６】
　前記工程(2)において、前記希釈ラグは、約３００°Ｆ（＝１４９℃）よりも低い温度
に冷やされ、続いて静電処理機で脱水操作にかけられる、請求項１３に記載の界面ラグの
処理方法。
【請求項１７】
　前記静電処理機で集められた水は、その水が静電処理機から排出されるまでの間、固形
分を懸濁状態に保つべく、かき混ぜられる、請求項１６に記載の界面ラグの処理方法。
【請求項１８】
　前記工程(3)では、円錐形の下部を持った垂直型の静電処理機が使用され、固形分搬送
水が前記静電処理機から除去されるまでの間、固形分を懸濁状態に保つべく、前記円錐形
下部の底部に水がリサイクルで戻される、請求項１７に記載の界面ラグの処理方法。
【請求項１９】
　前記工程(3)では、冷やされた希釈ラグが、一つ又は複数の液体遠心分離機を用いて脱
水される、請求項１３に記載の界面ラグの処理方法。
【請求項２０】
　集められたラグをヒーターを通じポンプ送りするための、且つ、加圧され且つ加熱され
たラグを炭化水素希釈剤と混合するための、且つ、冷やされた希釈ラグを脱水操作にかけ
て水および固形分と炭化水素生産物とを分離するための装置は、ラグ処理サービスのため
に場所から場所へ移送可能なポータブルユニットで実行される、請求項１３に記載の界面
ラグの処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原油生産に使用されるシステム及び方法に関する。特に本発明は、分離、脱
水、脱塩の設備内部のオイル／水界面に蓄積するラグ混合物を処理するための方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ビチューメン（bitumen、歴青［れきせい］）のような重質原油（それは一般に１０未
満のＡＰＩ比重を有する）の生産においては、ＡＰＩ比重(API gravity)を約１５ＡＰＩ
に調節するために軽量希釈剤が使用される。希釈剤とビチューメン（歴青）との組合せは
、一般に「ディルビット」（dilbit）（訳注：diluted bitumenの略語、以下「希釈歴青
」と呼ぶ）と言われる。ビチューメン（歴青）は、水蒸気圧入、プロパン圧入および熱水
圧入等のような様々な産出方法によって地下層から産出される。ビチューメン（歴青）が
産出された後、希釈剤とブレンドされ、ＡＰＩ比重を約１５～１７ＡＰＩに増加させる。
ＡＰＩが１２を上回ると従来型の油田装置を利用できる。かかる装置は通常、遊離水ノッ
クアウト（free water knockout）即ちＦＷＫＯ、２相又は３相の重力分離機、機械的又



(4) JP 2012-525469 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

は静電的なオイル脱水機（つまり「トリーター」treater）、及び、（多くの場合に）静
電脱塩機からなる。ディルビット（希釈歴青）が許容レベルにまで脱水及び脱塩されると
、ディルビットは製油業者に売却可能となる。
【０００３】
　１５ＡＰＩのディルビット（希釈歴青）は大変低品質である。このブレンド物は一般に
、地下層からの高レベルの固形分と、追加の希釈剤によって形成される大量のアスファル
テン(asphaltene)とを含有する。固形分およびアスファルテンは、ディルビット、水、固
形分およびアスファルテンの混合物の形成を可能ならしめ、その混合物は通常、分離・脱
水・脱塩設備の内部のオイル／水界面に蓄積する。この混合物は一般に「ラグ」(rag)と
呼ばれる。ラグの量が、熱、化学品または静電気の追加によって制御され得ないならば、
設備から排出して外部プロセスで処理しなければならない。
【０００４】
　生み出されるラグの量は、産出流の少量から数パーセントの範囲にわたる。一般的には
ラグの量は、生産オイルの体積の約１～３％である。例えばカナダの生産者は、５０００
０ｂｐｄ（barrels per day、１日あたりバレル）のビチューメン（歴青）を扱い、約５
００ｂｐｄのラグを出す。
【０００５】
　ラグの追加的ないし外部的処理は、大型のタンクにラグを集めて重力による分離をする
ことを含む。しかしながら、タンクによる処理は大量のラグを必要とし、ラグを十分に脱
水するのに何日もかかる。それ故、大型タンクで廃オイルを扱うことは、高コストであり
時間を浪費する。あるいは、ラグを２５０°Ｆ（約１２１℃相当）以上の温度に加熱し、
続いて水分を除くために水切り(flash)するフラッシュ・トリーター(flash treater)で、
ラグを処理してもよい。カナダ製ディルビット（希釈歴青）に使用されているようなフラ
ッシュ・トリーターは、ディルビット中に、固形物、アスファルテンおよび産出物塩の全
てを残存させてしまう。これらの望ましからぬ構成成分は、製油業者によって処理されね
ばならない。このため多くの製油業者が、フラッシュ処理したオイルを売るために生産者
にペナルティーを科し始めた。
【０００６】
　界面ラグを処理するための改良された方法に対するニーズが存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】（なし）
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　界面ラグを処理する方法は、ラグ排出管(rag drain)を具備した少なくとも一つの上流
側分離機ベッセルから、制御された比率で一定量のラグを取り除く工程を含んでいる。ラ
グはポンプを通過する。そのポンプは、ラグをヒーターに通すに十分な圧力ではあるが、
ラグの水分の沸騰及びラグの軽い（低級の）炭化水素分の揮発を防止するに十分な圧力を
提供する。その後、ラグは、界面ラグの分離を促進すべく界面ラグに事前に添加された化
学品を熱分解するに有効な第１の温度に加熱される。少なくとも３５０°Ｆ（＝１７７℃
）の第１温度が有効であることが判明している。追加の希釈剤が加熱ラグと混ぜられてＡ
ＰＩ比重が３０のラグが生み出される。希釈剤はまた、３０ＡＰＩのラグを約３００°Ｆ
（＝１４９℃）の第２温度に冷却する。冷却され希釈されたラグは分離装置に送られる。
【０００９】
　分離装置は、静電処理機または液体遠心分離クラスター(hydrocyclone cluster)であっ
てもよい。静電処理機は好ましくは、円錐形の下部（低部）を持った垂直型の静電処理機
である。静電処理機内の固形分搬送水の固形分のかき混ぜを維持するために、オイル／水
界面より下の水は、処理機内にリサイクル（再循環）されてもよい。水面は監視されても
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よい。その後、固形分搬送水は処理機から抽出されて、一つ又は複数の液体遠心分離機を
通過させられる。液体遠心分離機（又は液体遠心分離クラスター）のアンダーフロー（底
流れ）及びオーバーフロー（上流れ）が集められる。
【００１０】
　界面ラグの処理方法に関するよりよい理解は、図面及び特許請求の範囲と連動した以下
の好ましい実施形態の詳細な説明から得られるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、販売用オイルを製造すべく、静電処理機及び液体遠心分離クラスターを
用いた、ディルビット界面ラグを処理するための処理フローを示す。
【図２】図２は、静電処理機をなくし、代わりに液体遠心分離クラスターだけを用いた、
ディルビット界面ラグを処理するための処理フローを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　界面ラグ処理方法の好ましい実施形態を、図面を参照しつつ説明する。図面に表された
要素は、以下のように番号付けしている。
【００１３】
１０：方法／処理プロセス
２０：上流側のラグ源／ラグ流
２２：遊離水ノックアウトラグ流
２４：分離機ラグ流
２６：トリーター(treater)ラグ流
２８：脱塩機／脱水機ラグ流
３０：抽出されたラグ流
３２：高圧ポンプ
３４：高圧ラグ流
３６：ヒーター
３８：加熱ラグ流
４０：追加の希釈剤
４２：ミキサー
４４：希釈されたラグ流
５０：静電処理ベッセル
５２：ベッセル５０の上部（高部）
５４：ベッセル５０の下部（低部）
５６：ラグ入口
５８：電極
６０：ベッセル内のオイル流
６２：上部出口
６４：ベッセル５０内での水／固形分流れ
６６：ベッセル５０内でのオイル／水界面
６８：再循環水の流れ
７０：底端部
７２：流動化（又は液体化）ポンプ
７４：底出口
７６：抽出された固形分搬送の水流
７８：高圧変圧器
９０：液体遠心分離機または液体遠心分離クラスター
９２：底流れ（固形分、または水／固形分）
９４：オーバーフロー流れ（水またはオイル）
【００１４】
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　本件は主として、ビチューメン（歴青）の製造に関するラグの処理について開示されて
いるが、この方法１０は、精製プロセスにおけるような、重質原油および希釈剤を含むい
かなるプロセスに適用されてもよい。
【００１５】
　図１によれば、ディルビット界面ラグの連続処理のための方法１０が示されており、そ
れは、タンク貯蔵施設や一時処理機の必要性を省き、製油業者向けの販売用製品を作り出
すものである。方法１０は、ラグ源２０（例えば、それぞれが２２，２４，２６，２８の
ラグ流れとして示されているところの、遊離水ノックアウト、２相もしくは３相の重力分
離機、機械的もしくは電気的なオイル脱水機、又は、時として静電脱塩機）が、ラグ配管
、又は、ラグ源２０からの界面ラグの連続的で制御された除去を可能とする他の手段を備
えることを要求する。ラグ流２２，２４，２６及び２８の一つ又は複数は、この方法１０
による更なる処理のために抽出ラグ流３０としてまとめられる。
【００１６】
　抽出ラグ流３０は、高圧ポンプ３２によってヒーター３６に送られる。ポンプ３０は、
抽出ラグ流３０の圧力を、水分が沸騰するのを防ぎ且つ低級炭化水素が揮発するのを防ぐ
に十分な圧力にまで増大させる。高圧ラグ流３４は、次にヒーター３６において、ラグ流
３４の溶解（又は分解）をもたらす温度に加熱される。最も効率的なラグ溶解のために、
温度は３５０°Ｆ（約１７７℃相当）を超える必要がある。３５０°Ｆ（約１７７℃相当
）を超える温度では、分離促進のためにビチューメン（歴青）及びディルビット（希釈歴
青）に加えられていた全ての化学成分が、熱的に分解され、もはや加熱ラグ流３８を安定
化することができない。
【００１７】
　追加の希釈剤４０が加熱ラグ流３８に加えられ、ミキサー４２で混合される。希釈剤４
０は、加熱ラグ３８を約３００°Ｆ（約１４９℃相当）の温度に冷やすと共に、そのＡＰ
Ｉを約３０のＡＰＩ比重に増加させる働きをする。冷やされ且つ希釈されたラグ流４４は
静電処理機５０の入口５６に導入される。あるいは、液体遠心分離クラスター９０に直接
導かれてもよい（図２参照）。
【００１８】
　静電処理機５０は複数の電極５８を含む。なお、それら電極は処理機５０の上部５２に
配置されて電力源７８とつながっており、処理機５０の内部に電場（電界）を形成する。
３０ＡＰＩおよび３００°Ｆでは、希釈ラグ４４が水と固形分とを懸濁することはできな
いだろう。それ故、水／固形分６４は直ちにラグから分離し、処理機５０の底端部７０へ
流れる。同様に、オイル６０は分離して上部出口６２に上昇流動する。ラグ４４は高濃度
の固形分を含む傾向にあるので、定期的な除去のためには、固形分が処理機５０の底端部
７０に沈むのを許容するのは実際的ではない。むしろ、オイル・水界面６６よりも下の水
は、固形分を懸濁状態に保つために連続的にかき混ぜられるべきである。
【００１９】
　かき混ぜを維持し、固形分から過剰のビチューメン（歴青）を取る（落とす）ために、
静電処理機５０は好ましくは、円錐形の下部５４をもった垂直（縦置き）ベッセルである
。水は、オイル・水界面６６の下側から抽出されることができると共に、流動化ポンプ７
２を介して処理機５０の底端部７０に再循環されることができる。この再循環された水の
垂直流れは固形分を懸濁状態に保ち、それ故、固形分は容易に除去され得る。固形分搬送
水６４は、液面コントローラ（図示略）で監視されてもよく、又、液面コントロール弁（
図示略）により底出口７４を介して除去されてもよい。
【００２０】
　抽出流７６が適切に配置（設定）されないならば、固形分は除去されなければならない
。これは、一つ又は複数の固液遠心分離機９０を使ってなされ得る。遠心分離機９０から
の底流れ（固形分）９２は固形分を含んでおり、それは廃棄用の小型タンク（図示略）に
集められてもよい。オーバーフロー流（水）９４は、水処理施設で処理される又は廃棄井
戸（図示略）に捨てられるに十分なほどクリーンであるべきである。あるいは、処理機５
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０からの水は、更なる処理のための他の分離プロセスからの水と混合されてもよい。
【００２１】
　図２に示すように、代替的な方法１０は静電処理機５０をなくして、液体遠心分離クラ
スター９０において希釈ラグ流４４を処理する。ラグ流４４における水滴および固形粒子
のサイズによっては、この代替的方法は販売可能なオイル６０を生み出さないかもしれな
いが、静電処理機５０の設備コストを回避する。
【００２２】
　図１及び図２は、ラグが存在する又はラグが貯蔵されている様々な場所に移動可能なポ
ータブルなユニットとして組み立てられる設備を示す。換言すれば、ここで説明された方
法ないしプロセスを実行できるポータブルユニット（携行ユニット）は、ラグ処理サービ
スを提供するために場所から場所へ移送することができる。
【００２３】
　方法１０がある程度の具体性をもって説明されたが、この開示の精神及び範囲を逸脱す
ることなく多くの変更が加えられてもよい。従って、本発明は、各要素が有する等価性の
全範囲を含みつつ、特許請求の範囲によってのみ規定されるものである。
【符号の説明】
【００２４】
　（段落００１３に記載のとおり）

【図１】 【図２】
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